
2022年度 個人研究実績・成果報告書 

2023年  3 月 31 日 

所属 政策情報学部 職名 教授 氏 名 朱 全安 

研究課題 英国における東アジア学に関する総合的研究 

研究キーワード 英国 東アジア学 
当年度計画に対す

る達成度 
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4.質の高い教育をみん

なに 

17.パートナーシップで

目標を達成しよう  
該当なし 該当なし 

１．研究成果の概要 

 本研究の目的は、伝統的に東アジア学が盛んな英国における東アジア学の目的・方法・内容等の研究基盤を

総合的に解明することである。 

 本年度は、昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の流行の影響により、国内外における研究活動が

一部制限されたものの、現地調査に加え、文献資料・インターネット資料の調査・収集・分析を重点的に実施

することにより研究成果を得た。さらに、英国の東アジア学に関する国際学会に参加し、現地研究者との意見

交換と討論を通じて、英国における東アジア学の研究動向を把握した。また、専門分野である日本教育史・日

本文化史の研究に、東アジア学の研究方法を取り入れ、新たな研究成果を得た。 

 

２．著書・論文・学会発表等（査読の有無及び海外研究機関等の研究者との国際共著論文がある場合は必ず記載） 

【著書・論文（査読なし）】 

・The Confucius Shrine in the Owari Meirindō Domain School、朱全安、単著、千葉商大紀要、第 60 巻 

第 2 号、17 頁～31 頁、2022 年 11 月。 

 

３．主な経費 

 英国における東アジア学の研究基盤について研究を進めるため、英国の東アジア学の研究拠点となっている

オックスフォード大学への出張を行い、現地研究者との議論を通じて、英国の東アジア学の研究動向を把握し、

英国の東アジア学に関する研究資料の調査を実施した。 

 

４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 

【科学研究費】 

・基盤研究（Ｃ）：平成 29 年度～令和 4 年度、代表、課題名「漢学教育を中心とする江戸中期藩校教育の展開

―湯島聖堂の廟学制の伝播を軸として―」（17K04575） 

・基盤研究（Ｃ）：令和 2 年度～令和 6 年度、代表、課題名「江戸後期幕藩教育体制の確立にみる漢学教育の

役割―廟学制の変容を軸として―」（20K02491） 

【その他の助成金】 

・千葉商科大学経済研究所 研究プロジェクト、代表、課題名「高等教育機関の教育・研究に対する非政府部

門の資金贈与に関する研究」 

（本文は 2ページ以内にまとめること） 

 

 


